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伝
統
的
な
医
学
が
扱
う
理
論
で
は
、

病
気
と
い
う
も
の
は
検
査
に
よ
っ
て

原
因
が
診
断
さ
れ
、
原
因
を
除
去
す

れ
ば
、
病
気
は
治
療
で
き
る
と
い
う

生
物
医
学
モ
デ
ル
に
基
づ
い
て
い
ま

し
た
。
１
９
７
７
年
に
精
神
科
医
の

エ
ン
ゲ
ル
と
い
う
人
が
生
物
・
心
理

・
社
会
（Bio-Psycho-Social

）

モ
デ
ル
に
よ
り
、
分
子
レ
ベ
ル
か
ら

生
物
個
人
、
集
団
か
ら
社
会
環
境
ま

で
を
階
層
化
し
、
人
の
心
や
社
会
と

の
関
わ
り
な
ど
も
病
気
に
影
響
を
与

え
る
と
い
う
理
論
を
提
唱
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
視
点
は
ま
だ
ま
だ
医

師
中
心
の
方
法
で
し
た
。

　

患
者
中
心
の
医
療
の
方
法
は
、
ウ

エ
ス
タ
ン
オ
ン
タ
リ
オ
大
学
（
カ
ナ

ダ
）
の
家
庭
医
療
学
講
座
の
故
イ
ア

ン
・
マ
ク
ウ
ィ
ニ
ー
博
士
と
モ
イ
ラ

・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
氏
ら
に
よ
っ
て
研

究
・
開
発
さ
れ
、
１
９
９

５
年
に
出
版
。
現
在

も
発
展
を
続
け
、

２
０
２
４
年
３

月
に
は
第
４

版
が
出
版
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
患

者
側
の
経
験
や

感
情
な
ど
の
関
わ

り
、
治
療
な
ど
の
意

思
決
定
の
際
、
患
者
と
医

師
の
力
関
係
な
ど
を
よ
り
平
等
に
す

る
方
法
、
患
者
が
病
気
の
経
験
を
物

語
り
癒
さ
れ
て
い
く
（
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
）

医
療
に
価
値
が
見
い
だ
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
こ
の
患
者
中
心
の
医
療
の

方
法
と
い
う
手
法
が

診
療
の
ア
プ
ロ

ー
チ
と
し
て

優
れ
て
い

る
と
い
う

こ
と
で
、

日
本
語
に

も
翻
訳
さ

れ
、
医
学
教

育
の
中
に
も

一
部
取
り
入
れ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

４
つ
の
構
成
要
素

　

患
者
中
心
の
医
療
の
方
法
は
４
つ

の
構
成
要
素
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。

　

第
１
の
構
成
要
素
は
、
健
康
、
疾

患
、
病
気
の
経
験
を
探
る
。
健
康
と

は
、
個
人
の
健
康
観
と
健
康
が
意
味

す
る
も
の
、
そ
し
て
望
む
人
生
を
送

る
た
め
の
能
力
を
包
含
す
る
概
念
と

と
ら
え
ま
す
。
疾
患
と
は
、
診
察
や

検
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
身
体

的
、
精
神
的
異
常
や
障
害
の
こ
と
を

指
し
ま
す
。
そ
し
て
、
病
気
と
は
体

調
不
良
に
つ
い
て
の
個
人
的
か
つ
主

観
的
な
経
験
や
感
情
、
考
え
（
解
釈
）

と
疾
患
に
よ
り
変
化
し
た
機
能
の
こ

と
で
す
。
従
来
の
医
療
は
、
疾
患
の

診
断
と
治
療
に
重
き
を
置
き
、
個
人

の
健
康
と
病
気
の
経
験
を
な
い
が
し

ろ
に
し
て
き
た
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
２
の
構
成
要
素
は
、
全
人
的
に

理
解
す
る
。
人
間
が
成
長
、
発
達
す

る
各
段
階
で
生
じ
る
多
く
の
課
題
、

予
測
さ
れ
る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
危

機
を
ど
う
乗
り
越
え
て
い
く
か
、
ま

た
、
家
族
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
、
教

育
、
労
働
、
経
済
、
社
会
的
支
援
、

地
域
や
行
政
、
社
会
情
勢
や
文
化
の

影
響
な
ど
も
無
視
で
き
な
い
要
素
に

な
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
、

個
人
的
背
景
が
健
康
観
や
病
気
に
与

え
る
影
響
を
考
慮
し
ま
す
。

　

第
３
の
構
成
要
素
、
共
通
の
理
解

基
盤
を
見
い
だ
す
。
こ
れ
ま
で
の
対

話
と
理
解
に
基
づ
い
て
、
①
問
題
を

定
義
す
る
、
②
治
療
の
ゴ
ー
ル
と
優

先
順
位
を
確
立
す
る
、
③
患
者
と
医

療
者
の
両
者
が
そ
れ
ぞ
れ
引
き
受
け

る
役
割
を
定
義
す
る
。
さ
ら
に
、
健

康
増
進
や
疾
病
予
防
の
た
め
の
方
法

を
検
討
す
る
機
会
に
も
な
り
ま
す
。

　

第
４
の
構
成
要
素
は
、
患
者―

医

師
関
係
を
強
化
す
る
。
よ
い
家
庭
医

と
の
関
わ
り
は
、
継
続
し
た
人
間
関

係
に
よ
っ
て
病
気
の
と
き
だ
け
で
な

く
、
健
康
診
断
や
予
防
、
介
護
、
看

取
り
へ
と
生
涯
続
い
て
い
き
ま
す
。

医
療
者
も
同
時
に
病
気
を
経
験
し
、

老
い
、
引
退
す
る
ま
で
の
間
、
人
間

関
係
を
維
持
し
な
が
ら
成
長
し
続
け

ま
す
。

　

時
代
と
と
も
に
変
化
す
る
医
療
の

仕
組
み
に
お
い
て
、
患
者
中
心
の
医

療
の
方
法
が
、
標
準
的
な
方
法
と
な

り
定
着
す
る
ま
で
に
は
、
長
い
時
間

が
か
か
る
と
思
い
ま
す
。
少
し
ず
つ

で
す
が
、
当
院
で
地
域
医
療
を
学
び

に
来
る
研
修
医
に
伝
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

第70回

ミ
ニ
家
庭
医
学
講
座

町
立
診
療
所
副
所
長　

古  

川  

倫  

也

　

家
庭
医
療
の
専
門
研
修
を
受
け
て
い
た
研
修
医
時
代
か
ら
学
び
続
け
て
い
る
理
論
の
一
つ
が
、
患
者

中
心
の
医
療
の
方
法
（P

atient-C
entered C

linical M
ethod

）
で
す
。
よ
く
医
療
機
関
の
理
念

と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
患
者
―
医
療
者
双
方
が
納
得
し
、
満
足
で
き
る
医
療

が
提
供
で
き
る
方
法
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
本
当
は
医
師
の
み
な
ら
ず
、
医
療
に
携
わ
る
す
べ
て
の

人
が
学
ん
で
ほ
し
い
エ
ッ
セ
ン
ス
で
す
。
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

患
者
中
心
の
医
療
の
方
法

こ
れ
か
ら
の
医
療
者
に
は
必
須
の
ス
キ
ル

患
者
中
心
の
医
療
の
方
法

こ
れ
か
ら
の
医
療
者
に
は
必
須
の
ス
キ
ル
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